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 【背景】 
CTEPH（chronic thromboembolic pulmonary hypertension; 慢性血栓塞栓性肺高血圧症）は肺高血圧症の最も一般
的な形態の１つである。CTEPH は肺動脈の器質化血栓を原因として発症する疾患であり、病態により外科手
術が適応されるタイプと外科手術が適応されないタイプに分けられる。近年、外科手術非適応の CTEPHに対
して BPA（balloon pulmonary angioplasty; バルーン肺動脈形成術）が有用であると報告されている。また、CTEPH
は肺循環系の疾患であるが、左心機能不全を引き起こすことが報告されている。本研究では、BPA 前後、特




外科手術非適応 CTEPH患者、連続 18名を対象とした。すべての患者に対して BPA前後において RHC（right 
heart catheterization; 右心カテーテル検査）および 3.0 T MRI（magnetic resonance imaging; 磁気共鳴画像法）装




ラメータは、BPA後に有意に改善した。左心室の Ecc (circumferential strain; 円周方向のストレイン)のピーク
の値は、BPA後ほぼ全てのセグメント、特に側壁のセグメントにおいて減少した。左心室の Err (radial strain; 中
心方向のストレイン)のピークにおいても、側壁のセグメントにおいて増加した。BPA 前後の心機能の変化を






CTEPH は右心室の機能障害を伴う肺循環系の疾患であるが、進行性の CTEPH は左心機能不全をもたらす。
BPAは、CTEPH患者の両心室容積の機能を改善した。 LV strainによる局所心機能解析より、左心室側壁の壁
運動が最もよく改善することが明らかとなった。BPA後に左心室の strainの有意な改善が観察されたが、左心
室の strainの改善は心容積解析によって予測できなかった。 
